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ヒーローズ 

☆

７月６日（土）、仙台市所有の茶室「六幽庵」で、茶華道部による第１９回定例茶会が開催されま

した。３年生の部長と２年生の副部長がお点前を披露したほか、入部してわずか３ヶ月の１年生も、

２人そろっての盆手前を披露しました。 

定例茶会や茶華道部の活動について、部長の齊藤心羽さんに紹介していただきます。 

茶華道部 部長 齊藤心羽さん（３年） 

茶華道部では、定例茶会と文化祭でお点前を披露しています。私達はこの 2 つに向けて日々お

稽古をしています。茶道は覚えることが多く、覚えるのを諦めてしまおうかと考えてしまうこと

もありました。ですが、茶会を見に来てくださる方に中途半端 

なものは見せたくないという気持ちでお稽古を頑張りました。 

完璧とは言えませんでしたが、定例茶会では今できる最大限で 

お点前を披露することができたので良かったと思います。   

私は部活を通して、1つのことに向けて努力をする大切さを 

学ぶことができました。2年半部活を頑張って来て良かったと 

思います。 

 

 

７月３１日（水）、学校説明会①を開催しました。中学３年生とその保護者 128組の申込をいただ

きました。御参加いただきありがとうございました。学校説明会では、教員による概況説明のほか、

演劇部による学校紹介や部活動の生徒による校舎案内、部活動見学などが行われました。生活研究部

でははっと汁を作ったり、茶華道部ではお点前を披露したりするなど、各部工夫をこらしておもてな

しをしました。 

さて、本校は、「がんばりを認め、伸ばしていく学校」をキャッチフレーズと

し、意欲的に取り組む生徒個々のがんばりを認め、やる気を引き出し、伸ばして

いくことに努めています。また、本校の求める生徒像は、「「心身ともに健全で、自

他の命を大切にし、自分で設定した目標に向けて学校生活に意欲的に取り組む生

徒」をはじめ、５つの項目を挙げています。詳しくは、右の二次元コードを読み

取り、御覧いただければと思います。 

学校説明会②は、１０月１５日（火）に開催予定です。 

中学３年生の皆さん、是非参加いただき、進路決定の参考にしていただければと思います。 

 

宮城広瀬高校 学校説明会① 開催しました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 30日（火）に、落合市民センターにて、宮城広瀬高校

の連携事業として、ＯＫ！わくわくキッズアカデミーが開催

されました。 

活動内容は「みんなで卓球！」でした。本校の卓球部生徒

たちが、参加した 20 名程の小学校３～６年生に卓球の仕方

を教えながら、一緒に卓球を楽しみました。当日は、市民セ

ンターでインターンシップを行っていた、本校の２年生もお

手伝いに入ってくれました。 

暑い中ではありましたが、卓球を通して小学生と高校生が

ふれ合いを深められる、とても充実した時間となりました。 

９月の主な行事予定 

２日（月） 振替休日（８／３１） 

 ３日（火） キャリアセミナー（1年）、就職模擬面接 

 ５日（木） 就職模擬面接 生徒会選挙公示 

 ７日（土） 第 1回ベネッセ・駿台大学入学共通テストマーク模試① 

１１日（水） 短縮時程（考査前日７時間） 

１２日（木） 第 2回定期考査（～18日） 

１９日（木） 自宅学習日 

２０日（金） 追考査（～24日） 

夏期休業期間中の 3 日間、２学年の希望者６４名を対象に、２５の事業所で夏季就業体験を実施

しました。生徒たちは緊張しつつも、事業所の皆さんの御指導のもと、それぞれの仕事に責任を持っ

て取り組みました。今後の進路選択及び決定に向けて貴重な体験をすることができました。就業体験

を受け入れていただいた事業所の皆様、ありがとうございました。 

参加生徒の感想を、一部紹介します。 

 

「お客さんの手に商品が渡るまで、多くの人の手が加わっていることを、体験を通して実感した。 

多くの過程と、入念な確認を行った上で提供していることがわかった。」 

 

「今回はインターンシップという短期間での労働経験だったが、実際はもっと長い期間働くこと 

になるので、来年就職先を決める際は、よく考えなければならないと思った。」 

 

「自分だけよければいいのではなく、お客さんからお金をもらうものなので、一つ一つに責任を持 

って行動しなければならないことを自覚し、緊張した。インターンシップを通して、お客さんへ 

の思いを持つこと、わからないことはしっかり聞くことの大切さを学んだ。」 

 

「初めての経験でわからないことやまちがえたことが多くありましたが、ミスをごまかさず、次 

にいかすことの大切さを学びました。お客様へ気を遣う場面が多く、仕事の大変さも実感しま 

したが、やりがいや楽しさを感じることもでき、自分にとって貴重な体験になりました。」 

 

令和６年度 夏季就業体験（インターンシップ）実施しました


